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田宮川悠太さんの司
俳優の六平直政さん（1
卒）や草村礼子さん（5
学・中退）が軽妙な
聞かせた。Ei

2014」 で若手研究者たち

論を交わす、
長。田高水準の芝居を
年生が見せる「国高察」

電通も
一大イ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
鈴
木
隆
祐

社
会
に
出
て
も
役
に
立
つ

語
根
同
窓
会
の
結
束
力

名
補
霊

門
校
の
条
件
と
は
有
名
無
名
を
問

隅
を
照
ら
す
よ
う
な
人

物
を
ど
れ
だ
け
輩
出
し
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち
が
同
窓
会
で
結

び
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
化
学
反

応
が
生
ま
れ
る
。

東
京
都
立
国
立
高
校
の
同
窓
会
は
2
0

1
0
年
日
月
、
「
大
人
の
国
高
祭
」
と
銘

打
っ
た
大
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

第
1
部
の
講
演
会
で
は
政
治
評
論
家
の

三
宅
久
之
さ
ん
（
故
人
）
が
辛
口
説
法
を

展
開
。
第
2
部
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
現
在

は
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
（
テ
レ
ビ
朝

日
）
　
の
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
る
富
川
悠
太
さ

ん
が
司
会
を
務
め
、
俳
優
の
革
村
礼
子
さ

ん
や
六
平
直
改
ざ
ん
が
登
場
す
る
（
写
真

固
）
な
ど
、
卒
業
生
の
多
彩
さ
と
厚
み
を

感
じ
さ
せ
る
内
容
だ
っ
た
。

仕
掛
け
た
の
は
大
物
O
B
た
ち
だ
。
当

時
の
同
窓
会
長
だ
っ
た
山
田
宏
参
議
院
議

員
は
、
広
告
制
作
会
社
サ
ン
・
ア
ド
の
青

木
美
輝
社
長
、
電
通
の
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ

部
門
の
重
鎮
、
木
下
一
郎
さ
ん
と
同
級

生
。
飲
み
会
の
席
で
「
母
校
7
0
周
年
を
盛

大
に
視
い
た
い
」
と
い
う
話
が
山
田
さ
ん

か
ら
出
て
、
「
じ
ゃ
あ
、
い
っ
そ
の
こ
と

テ
レ
ビ
C
M
を
放
送
し
よ
う
」
と
青
木
さ

ん
ら
が
応
じ
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
運
ん
だ
。

幸
い
、
電
通
に
は
国
立
O
B
が
多
か
っ

た
。
同
窓
会
事
務
局
に
は
、
房
総
の
海
の

家
を
処
分
し
プ
ー
ル
し
て
い
た
資
金
も
あ

っ
た
。
準
備
に
1
年
を
費
や
し
て
制
作
し

た
C
M
は
テ
レ
ビ
朝
日
「
ビ
ー
ト
た
け
し

の
T
V
タ
ッ
ク
ル
」
枠
内
で
流
さ
れ
、
朝

日
新
聞
に
も
一
面
広
告
を
出
し
た
。
一
つ

の
高
校
の
同
窓
会
と
し
て
は
前
代
未
聞
の

規
模
の
宣
伝
だ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
会
場
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
の

収
容
人
数
7
0
0
人
を
大
き
く
超
え
る
1
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7
0
0
人
の
参
加
応
募
が
あ
り
、
ス
タ
ッ

フ
た
ち
も
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
。
国

立
の
通
常
の
同
窓
会
出
席
者
は
0
0
代
以
上

が
大
半
を
占
め
る
。
だ
が
大
人
の
国
高
祭

は
約
7
割
が
1
0
～
5
0
代
と
、
幅
広
い
世
代

の
交
流
が
深
ま
っ
た
。

同
窓
会
事
務
局
幹
事
長
の
柴
沼
君
暁
さ

ん
は
、
大
人
の
国
高
察
の
成
功
に
つ
い
て

「
現
役
生
た
ち
の
国
高
祭
の
勢
い
が
O
B

た
ち
に
環
流
し
た
」
と
分
析
す
る
。

文
化
祭
が
活
発

3
年
生
は
全
員
演
劇

国
立
は
も
と
も
と
文
化
祭
が
盛
ん
な
高

校
だ
。
目
玉
は
3
年
生
の
全
ク
ラ
ス
が
行

う
演
劇
で
、
非
常
に
評
判
が
高
い
（
右
㌻

写
真
団
）
。
「
演
劇
に
憧
れ
て
入
学
し
、
都

心
部
か
ら
通
う
生
徒
も
い
る
。
そ
し
て
す

べ
て
終
え
る
と
、
一
転
し
て
受
験
準
備
に

い
そ
し
む
。
う
ち
の
子
た
ち
は
集
中
力
が

違
う
」
と
岸
田
裕
二
校
長
は
言
つ
。

国
立
は
3
年
間
ク
ラ
ス
替
え
が
な
く
、

演
劇
と
い
う
総
合
芸
術
を
濃
密
な
人
間
関

係
の
中
で
築
き
上
げ
、
結
束
も
強
固
と
な

る
。
そ
の
結
果
と
し
て
国
立
難
関
4
大
学

（
東
京
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
一
橋
大

学
、
京
都
大
学
）
　
の
合
格
者
は
計
6
4
人

（
浪
人
含
む
。
1
6
年
）
と
い
う
実
績
を
誇
る
。

大
人
の
国
高
察
は
1
3
年
と
1
4
年
に
も
開

催
さ
れ
た
。
1
0
年
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

O
B
・
O
G
の
中
か
ら
、
よ
り
若
い
層
中

心
の
催
し
を
や
ろ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま

れ
た
か
ら
だ
。

1
4
年
の
実
行
委
員
長
を
務
め
た
北
川
健

太
さ
ん
は
「
広
告
代
理
店
も
入
る
と
、
ど

う
し
て
も
手
作
り
感
が
薄
れ
る
。
自
分
が

0
0
歳
を
迎
え
た
節
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
も
っ
と
小
規
模
で
、
継
続
性
の
あ
る

イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と
始
め
た
」
と
語
る
。

1
4
年
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
登
場
し

た
の
は
、
当
時
京
大
総
長
に
就
任
し
た
ば

か
り
の
山
極
善
一
さ
ん
（
右
㌻
写
墓
幽
）
。

山
極
さ
ん
は
板
に
つ
い
た
関
西
弁
を
交
え

な
が
ら
、
高
校
時
代
を
振
り
返
る
。

「
（
1
9
6
7
年
導
入
の
）
学
校
群
制
度

の
1
期
生
や
っ
た
の
が
大
き
い
な
。
ど
こ

に
入
学
さ
せ
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
う

ち
の
学
区
は
立
川
・
国
立
と
レ
ベ
ル
的
に

開
き
の
少
な
い
2
校
が
あ
っ
た
の
で
、
都

心
部
か
ら
越
境
し
て
く
る
子
が
多
か
っ
た

ん
や
。
そ
の
越
境
組
が
論
議
を
吹
っ
か
け

た
り
、
と
か
く
上
か
ら
な
態
度
な
ん
や
。

で
、
こ
ち
ら
も
ナ
ニ
ク
ソ
と
思
う
わ
け
。

蛙
嬰
豊
忠
誠
は
自
然
と
芽
生
え
た
ね
」

こ
れ
が
国
立
の
そ
の
後
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
田
植

さ
ん
は
見
る
。

大
人
の
国
高
察
は
現
在
中
断
し
て
い
る

が
、
国
立
は
2
0
年
に
創
立
0
0


